
























































導させた後、Hanks液（１３７mM NaCl,５mM KCl,１６mM MgSO４,０．２mM Na２HPO４,０．４mM KH２
PO４,１mM CaCl２,４mM NaHCO３,６mM D-グルコース）にて洗浄・懸濁した７，８）。この分化細胞
を phorbol１２-myristate１３-acetate（PMA ; 和光純薬工業）で刺激し、産生された O－２・によって
WST-１（同仁化学）から生じるホルマザンを Abs.４５０nm によって測定した９‐１１）。以上の系にお





RAW２６４を２x１０５ cells/ml に調製し、１００ ng/mlリポ多糖（LPS，大腸菌０１１１: B４由来；和光
福井県立大学論集 第３５号 ２０１０．７
―２―
純薬）と１００U/ml 組換え型マウスインターフェロン-γ（IFN-γ ; R&D systems）と共に２４穴プレ
ートに播種して３７℃、５%CO２にて培養し、NOを産生させた。RAW２６４が産生する NOは水に
溶解して亜硝酸イオンを生じる。そこで２４時間後に細胞培養上清を回収して等量の Griess反
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